
 

ねじれ振り子型重力波検出器 TOBA(Phase-III)の開発(48) : 

高感度ねじれ振り子の開発 
 

東大理 A, AEI B, 東大地震研 C, 東大宇宙線研 D,  
国立天文台 E, 東京科学大 F, 東大ビッグバン G 

大島 由佳 A, 杉岡 達哉 A, 高野 哲 B, 杉本 良介 A, 亀 伸樹 C,  
綿田 辰吾 C, 横澤 孝章 D, 三代木 伸二 D, 鷲見 貴生 E,  
宗宮 健太郎 F, 道村 唯太 G, 小森 健太郎 G, 安東 正樹 A,G 

Development of Phase-III TOBA for Gravitational Wave Observation (48):  
Development of Torsion Pendulum with Interferometric Readout 

ADept. Phys, Univ. Tokyo, BAEI, CERI, Univ. Tokyo, DICRR, Univ. Tokyo, 
ENAOJ, FScience Tokyo, GRESCEU, Univ. Tokyo 

Y. OshimaA, T. SugiokaA, S. TakanoB, R. SugimotoA, N. KameC, S. WatadaC, T. YokozawaD, 
S. MiyokiD, T. WashimiE, K. SomiyaF, Y. MichimuraG, K. KomoriG, M. AndoA,G 

  
 ねじれ振り子型重力波検出器 TOBA (TOrsion-Bar Antenna)は、0.1 Hz-10 Hzの重力波に
高い感度を持つ地上の重力波検出器である。TOBAは水平に懸架した 2本の棒状試験マス
(ねじれ振り子)とレーザー干渉計で構成される。重力波によるねじれ振り子の差動回転を
レーザー干渉計で検出することで重力波を観測できる。10 m スケールのねじれ振り子で
は、0.1 Hzにおいて 10-19 /√Hzの感度を持つことができ、10 Gpc 以内の中間質量ブラック
ホール連星合体を観測できる。 
現在、35 cmのねじれ振り子を用いたプロトタイプ検出器 Phase-III TOBAの開発中であ
る。Phase-III TOBAの設計感度は 0.1 Hzにおいて 10-15 /√Hzであり、重力勾配雑音の初検
出や、地震の断層破壊由来の重力勾配変動を利用した地震速報が期待できる。感度を制限

する雑音の候補として、読み取り光学系の散射雑音、懸架ワイヤの熱雑音、並進地面振動

からねじれ振り子の回転運動へのカップリング雑音などが挙げられる。これらの雑音低減

技術の確立を目指し、ねじれ振り子と読み取り光学系の開発を行っている。 
本講演では、Phase-III TOBAのねじれ振り子・読み取り光学系の性能評価とねじれ回転
計測の結果について報告する。 


